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戦況作成者 土田　幸生

ＧＥＲ ― ＦＲＡ
―

戦況

見出し 意地とプライドがぶつかり合った激闘

前半

グループ突破をかけ、緊迫した雰囲気の中、ＦＲＡのスローオフで始まり、No.24のポスト
シュートで前半が幕を開ける。ＦＲＡは７ＭＴも決め、０－２と上々の滑り出し。ＧＥＲもす
ぐに、No.20のミドルで１点を返す。その後両チーム点を取り合い３－５で５分が経過する。し
かしその後、両チーム１０分過ぎまで固いＤＦで得点を許さない展開となる。ＦＲＡは１：５
ＤＦでＧＥＲのバックプレーヤーにプレッシャーをかける。ＧＥＲは何とか打破しようとダブ
ルポスト攻撃を試みるが、攻めあぐねる展開が続く。ＦＲＡは守りから速攻や７ＭＴが決ま
り、１５分過ぎてスコアは４－８。ＦＲＡはポストシュートやスカイシュートを試みるが、Ｇ
ＥＲのNo.12ＧＫがファインセーブを連発し、流れを呼び戻す。ＧＥＲは２０分過ぎから、０：
６ＤＦからの速攻やNo.32のポストシュートなどで一気に差を縮め、２６分過ぎには１０－１１
と１点差まで追い上げる。一気に逆転したいＧＥＲだったが退場を機に失点し、１２－１４で
前半を終了した。

後半

後半は、開始1分でＧＥＲNo.33のポストシュートが決まる。ＦＲＡはＧＥＲのバックプレーヤ―にプレッ
シャーをかけるべく、２：４ＤＦにシステムチェンジ。ＧＥＲはＲＢのNo.4がブラインドシュートを連続して
決め、ＦＲＡのＤＦを揺さぶることに成功。ＦＲＡもNo.21のミドル、NO.24のポストシュートで10分過ぎまで
１７－１８の一進一退の展開。この間、両チームのＧＫがファインセーブを連発し試合を引き締めた。１１分
過ぎ、ＦＲＡは０：６ＤＦにシステムチェンジをする。この変更を機にＧＥＲのシュートミスからの速攻、
No.29のスピードあるフェイントからの１対１などで一気に４連続得点し１８－２３とした。１４分過ぎ、Ｇ
ＥＲは堪らずタイムアウトを申請する。ＧＥＲはタイムアウトで流れを変えることに成功し、１７分から２１
分の間の４分間でNo.20のミドル、ステップシュートなど連続3得点を含む４点をあげ、一気に２２－２３と１
点差まで詰め寄る。試合はその後、両チームエースが得点を取り合い２９分で２５－２６の１点差となり、会
場のボルテージは最高潮に達したが、ＧＥＲのシュートブロックからのルーズボールをＦＲＡのNo.27がその
まま得点し、２５－２７でタイムアップを迎えた。両チームともＧＫを中心とした固いＤＦと展開力に優れた
ＯＦが光り、お互いの意地とプライドがぶつかり合う名勝負となった。
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